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The pathohistological findings of transbronchial lung biopsy (TBLB) were compared 

between Mycobacterium tuberculosis infection (group A) and Mycobacteria other than 

Mycobacterium tuberculosis (MOTT) infections (group B). The number of positive 

pathological findings in TBLB were 14 (70 %) in group A and 2 (16 %) in group B, 
respectively. Eleven cases (55 %) in group A were positive for acid—fast bacilli in TBLB by 

Ziehl-eelsen stain, and 3 cases of group A showed granulomatous lesion in TBLB. In 

pathohistological findings of group B, 2 cases (16 %) were granulomatous lesion, 4 cases 

(33 %) were fibrosis, and 3 cases (25 %) were inflamatroy changes. The pathohistological 
examination of TBLB was more useful for the diagnosis of pulmonary tuberculosis than for 

MOTT infection.
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緒 言

肺結核 および非定型抗酸症の診断は,喀 疾 や胃液 など

か ら抗酸菌 を証明す るか,ま た は経 気管支肺生検(以 下

TBLB)に て乾酪壊死を有す る類上皮 肉芽腫 を証 明する

ことによってなされ る° しか し,軽 症 の症例 では喀疾 や

胃液 よ り抗酸菌が証明 され ることが少 な く,こ のよ うな

症例 では気管支鏡検査 によって抗酸 菌が証 明される こと

が多 く,抗 酸菌症の診断 にお ける気管支鏡検査 の有用性

が示 されて いる°

また,近 年結核症の減少に対 して非定型抗酸菌症 の増

加が認め られ,そ の臨床的検討がな されている° しか し,

これ まで非定 型抗 酸菌 が分離 され た症 例 にお けるTB

LBの 病理所 見の検討 は少ない。今 回,わ れわれは結核

菌が培養 され た症例 と非定型抗酸菌が培養 された症例 に

っ いてTBLBの 病理 所見 を比較検討 したので,若 干 の

考察 を加えて報告す る°

対象および方法

1.対 象

平成3年3月 より平成5年4月 までの3年 間に当院 内

科で,喀 疾 および胃液検査にて塗抹 および培養 が陰性 で

あ り,気 管 支鏡 検査 の結 果,結 核 菌 が培養 された症例

20例(以 下A群)と 非定 型抗 酸菌 が培養 された症例12

例(以 下B群)を 対象 と した°性別 はA群 にて男性16

例,女 性4例,B群 で はそれぞれ4例 と8例 であ った°

そ れ ぞれ の 平 均 年齢 はA群 が54.6±23.6歳,B群 が

63.4±4.31歳 にて有為 な差 はなか った°A群 の うち1

例 に肺癌,1例 に好酸球性肺臓炎 と肺結核症 の合併 を認

めた°B群 の臨床診断 は器質化肺炎5例,気 管支拡張症

2例,非 定型抗酸菌症2例,特 発性肺線維症2例,肺 癌

1例 で あ っ た 。 ま た,培 養 され た非 定 型 抗 酸 菌 は

ル勿cobαc6eri㏄mαo砒mcomplex10株 ψcobαc一

6θr砒mc舵Zoη αe2株 で あった。

2.気 管支鏡検査

気道 をLidocaineに て吸入麻酔 した後,気 管支 ファ

イバ ース コー プ(P20,P10,1T30,オ リンパ ス製)

を病巣区域 の気管支 に挿入 し,滅 菌 した採疾チ ュー ブを

鉗子 口か ら病巣内 に挿入 し,注 射器 にて吸引 した ものを

気管内採疲 の検体 と した。っ ぎに鉗子 口より病巣気管支

内に20mlの 滅 菌生 理食 塩水 を注 入 し,吸 引回収 され

た検体 を気管支洗浄液 と した° また,病 巣 より生検鉗子

にて採取 した検体 をTBLBと した°気管内採疾お よび

気管支洗浄液 は遠心 し,そ の沈渣を塗抹お よび培養によ

る抗酸菌検 出に用 いた°

3.統 計解析

2群 間 の有意差検定 につ いて は,κ2検 定 にて行 った。

P<0.05を 有意差有 りと した。

成 績

1.気 管内採疾お よび気管支洗浄液の塗抹,培 養菌数

気管内採疾 および気管支洗浄液の塗抹の結果 は,A群

で は8例(40%),B群 で は1例(8%)に て,気 管内

採疾 あるいは気管支洗浄液の いずれかで塗抹陽性 と,A

群 に多 い傾向 にあったが,有 意差 は認めなか った(κ=

3.72,P=0.053)°

Table1に は両群問の気管内採疾お よび気管支洗浄液

の培養菌量 にっ いて比較 した° いずれかの検体で菌量 の

多い検体を半定量的 に比較 した°その結果,両 群 ともに,

菌量1+が 最 も多 く,A群 で は11例(55%),B群 で は

7例(58%)で あった。

2.TBLBの 病理所見 の比較

両群間 のTBLBの 病理所見の比較をTable2に 示す。

その結果,A群 で は,組 織内 にZieh1-Neelsen染 色で

赤 色 に染 まる抗酸菌 を証明 した症例が11例(55%)に

認め られたが,B群 で はそのような症例 は認めなか った。

Table 1 The Number of Cultured Colony from Bronchial Aspirate or 

        Bronchial Lavage

group A : The cases that isolated Mycobacterium tuberculosis 
from bronchial aspirates or lavages. 

group B : The cases that isolated Mycobacteria other than Mycobacterium 
tuberculosis from bronchial aspirates or lavages. 
1+ : The number of isolated colonies less than 10. 

2+ : The number of isolated colonies less than 100. 

3+  : The number of isolated colonies more than 100.
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 Table 2 The Pathohistological Finding of Transbronchial Lung Biopsy

また,A群 で は3例(15%)に 肉芽腫 の形成 を認 め,

その中 の1例 に乾酪 壊死 を認 めた。B群 では2例(16

%)に 肉芽腫の形成を認 めたが,乾 酪壊死 は伴 っていな

か った°線 維化 の所 見 を認 めた症例 はB群 の4例(34

%),炎 症 細胞 の浸 潤 のみ を認 めた症例 はA群 の2例

(10%),B群 の3例(25%)で あ った。病理学 的に抗

酸 菌症 の所 見 を得 た症 例 は,A群 にて14例(70%),

B群 にて2例(16%)と 有為 な差 を もってA群 に多い

傾向を認 めた(κ=6.53,p=0.016)°

考 察

近年,分 子生物学的手法 を用 いたPCR法 による抗酸

菌症の早 期診 断が臨床 的に応用 され,抗 酸菌症の診断方

法 も大 き く様変 わ りしよ うと している1)°しか し,抗 酸

菌の同定や薬剤感受性 を測定す るためには,菌 の培養が

必要であ る°また,喀 疾 などの臨床検体が採取 されない

患者で は,積 極 的に気管支鏡検査 を施行 し,気 管 内採疾

や気管支洗浄液の塗抹 および培養 をする ことによって診

断す ることが必要であ る°

肺結核の診断 にお ける気管支鏡検査 の有用性 は,す で

にい くっか の検討 が な されてお り,渡 辺 らは,90例 の

結核菌培養症例の検討 にて,気 管支洗浄液 の培 養結果 が

43%と 最 も優れて いた と報告 した2)。気管 内採疾 や気管

支洗浄液 のみで な く経気管支肺生検(TBLB)に よ る抗

酸 菌症 の診 断 にお け る有用 性 も報告 され,神 田 らは36

例 中23例(64%)の 診断率を得てお り,喀 疾塗抹陰性

例 にお けるそ の有用性 を示 した3)°われわれの検討で も

A群 にっ いて はそ の診断率 は70%と ほぼ同等の有用性

を認 めた°

しか し,抗 酸菌症 における気管支鏡検査 につ いて はい

くっ か の問題点 も指 摘 され てお り,藤 井 らは,Lido-

caine麻 酔 に よって抗酸菌 の発育 が阻害 され ることを指

摘 し4),そ のた めで き る限 り少量 のLidocaine麻 酔 を

行 い,検 体への混入を避 けることが必要であ るとしてい

る°

また,検 査 による合併症が起 こる危険性 も考え られ,

福 島 らは15例 に気 管支肺胞洗浄 を施行 した結果,1例

に シュ ーブを,1例 に380C以 上 の発熱 を認 めた と して

い る5)°また,山 本 らは,気 管支鏡下肺生検 の後,嫌 気

性 菌 に よ ると思 わ れ る肺 膿瘍 を併発 した症例 を報 告 し

た6)°TBLBは 肺組織 を一部 ではあるが破壊す るという

侵襲 を伴 い,稀 で はあ るが大 出血 などの重篤 な合併症 を

併発す ることもあ るため,そ の適応 にはある程度 の制限

があ ると思われ る。

近年,結 核症の減少に対 して,非 定型抗酸菌症 の増加

が指摘 されて いる。なかで も ル砂cobαc`er彪mαv砒m

-iηtrαcθ伽1αreに よる非定型抗酸菌症 は最 も多 く,そ

の臨床 的検討 が行われて いる7)°著者 らの検討 では非定

型抗酸菌症 は既存 の肺病変 に二次的 に発症す ることが多

く,そ のた めTBLBの 病 理 所 見 において も既 存の肺

病 変 を示す 所 見 の みが得 られ ることが多い と考え られ

る°

非定型抗酸菌 が肺局所 か ら分離 され た症例 をすべて非

定型抗酸菌症 と診断す ることには問題が あると考え られ

る°非定型抗酸菌 はclonizationと して,気 道 に定着

してい るのみで,病 原性 を発揮 していない症例 もあり,

このよ うな症例 を治療 の対象 とする ことにはやや疑問が

あ る。 今回検討 したB群 の症例 は喀疾 などか ら非定型抗

酸菌が培養 されず,非 定型抗酸菌症 としての診断基準 を

満た してい るもの はない° しか し,肺 局所 か ら採取 され

た検体であ ることか ら,菌 量 は少 な くて もなん らかの起

炎性を有 して いることも考え られ る° 現在 の非定型抗酸

菌症の診断基準 は喀疾検査 によるもので,肺 局所 か らあ

る程度無菌的 な状態で採取 された検体よ り非 定型抗酸菌

が分離 され た症例 にお ける診断 にっ いて は,今 後,治 療

による臨床経過 なども判断 して,よ り多 くの症例で検討
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す ることが必要 と考 え られ た°

B群 の うち2症 例 にてTBLBの 病理所見 より肉芽腫

の形成 を認 めてお り,こ のような症例で は病変の形成 に

非定型抗酸菌が なん らかの関与を してい るもの と考え ら

れた° この2症 例 は非定型抗酸菌症の診 断の もとに,抗

結核剤 とclarithromycinの 投与が行 われてお り,そ

のうち1例 で胸部 レ線の陰影の改善 を認 めてい る° 今後,

このように非定型抗酸菌が分離 され,さ らに組織 におい

て なん らかの肉芽腫の形成 を認 めた症例 について は,さ

らに臨床経過な ども含め検討 す る必要 があ ると考 え られ

た°

結 語

平成3年3月 よ り平成5年4月 まで の3年 間に当院 に

て気 管支鏡 検査 の結果,結 核菌が培養 され た症例20例

(以下A群)と 非定型抗酸菌が分離 され た症例12例(以

下B群)の 経 気管 支肺 生検(以 下TBLB)所 見 を比較

検討 した。

1)A群 で は14例(70%),B群 で は2例(16%)

にて抗酸菌症 を疑 わせ る病理所見を得た。

2)TBLBの 病理所見で はA群 にて11例(55%)に

Zieh1-Neelsen染 色 にて組織 内 に抗酸菌を認 め,ま た

抗酸菌 は証明 され なか ったが,肉 芽腫の形 成を認めた症

例 が3例(15%)に 認 め られた° それに対 してB群 で

は2例(16%)に 肉芽腫 の形 成 を認 め,線 維化のみが

4例(34%),炎 症性変化のみが3例(25%)と 多 く認

め られ た。

稿 を終え るに際 して,抗 酸菌の塗抹,培 養 を行 って頂

いた検査科 の猿渡克比孔技師長お よび病理学的な御助言

を頂 いた病理科の岩崎啓介先生 に深謝致 します°

な お,本 論 文 の要 旨は第69回 日本結 核病 学会 総会

(1994年,長 崎)に て発表 した°
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